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受章の様子

梼原町役場に展示している「まとい」

火災予防運動期間中のパレードの様子 ジュニア消防団の放水体験

　

令
和
４
年
３
月
４
日
、東
京
都
の
ニ
ッ
シ

ョ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、令
和
３
年
度
第
74
回
日

本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
考
慮
し
、規
模
を

縮
小
し
て
開
催
さ
れ
、梼
原
消
防
団
が
特

別
表
彰「
ま
と
い
」を
受
章
し
ま
し
た
。

　

特
別
表
彰「
ま
と
い
」と
は
、昭
和
54
年

に
創
設
さ
れ
た
表
彰
制
度
で
、全
国
に
約

２
２
０
０
あ
る
消
防
団
の
中
か
ら
、毎
年

10
消
防
団
に
対
し
、秀
で
た
活
動
を
展
開

し
活
躍
が
顕
著
な
消
防
団
に
対
し
て
の
み

授
与
さ
れ
る
最
高
栄
誉
章
で
す
。

　

こ
の
表
彰
で
は
、表
彰
状
と
と
も
に
、全

長
2.1
ｍ
、重
さ
15
㎏
、上
部
は
純
金
箔
、下

部
は
純
銀
箔
仕
上
げ
の「
ま
と
い
」が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
消
防
協
会
最
高
栄
誉
章｢

ま
と
い｣

受
章

　

令
和
４
年
11
月
９
日
〜
11
月
15
日
の
間
、

全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時

期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、住
民
の
皆
様
に

防
火
防
災
に
関
す
る
意
識
や
防
災
行
動
力

を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、火
災

の
発
生
を
防
ぎ
、万
が
一
発
生
し
た
場
合
に

も
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、火
災
か
ら

尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
全
国
統
一
防
火
標
語
は

『
お
出
か
け
は　

マ
ス
ク
戸
締
り　

火
の

用
心 

』

で
す
。皆
様
も
こ
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、火

災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
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更新された高規格救急自動車

火災・救助対応の資機材を搭載

配備された車両

救急車内の様子

　

令
和
４
年
３
月
１
日
、高
幡
消
防
組
合
四

万
十
清
流
消
防
署
の
高
規
格
救
急
自
動
車

を
更
新
し
ま
し
た
。

　

高
度
な
救
急
救
命
処
置
を
行
う
た
め
の

最
新
の
除
細
動
器
や
可
搬
型
人
工
呼
吸
器
、

自
動
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を
搭
載
し
て
い
ま

す
。ま
た
、昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

等
の
感
染
症
に
も
対
応
す
る
た
め
、化
学
防

護
服
、オ
ゾ
ン
発
生
器
も
搭
載
し
て
い
ま
す
。

更
に
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
は
最
新
の
防
振
装

置
を
装
備
し
、走
行
時
の
振
動
緩
和
を
行
う

こ
と
で
、患
者
さ
ん
へ
の
負
担
を
軽
減
し
ま

す
。赤
色
回
転
灯
に
は
３
段
階
の
点
滅
モ
ー

ド
を
搭
載
し
た
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、明
る

さ
や
光
の
動
き
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
安

全
な
走
行
と
近
隣
住
民
へ
の
配
慮
を
高
め

ま
し
た
。

　

今
後
も
救
急
体
制
の
充
実
を
図
り
、救
命

率
の
向
上
と
住
民
の
安
心
安
全
の
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
４
年
３
月
25
日
、高
幡
消
防
組
合

津
野
山
分
署
葉
山
出
張
所
に
救
助
資
機
材

搭
載
型
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
を
配

備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
従
来
、葉
山
出
張
所
で
運

用
し
て
い
た
水
槽
車
と
救
助
資
機
材
搬
送

車
の
老
朽
化
に
伴
い
、２
台
の
機
能
を
１

台
に
集
約
し
て
い
ま
す
。火
災
に
対
し
て

の
消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、交
通

事
故
を
は
じ
め
と
す
る
救
助
現
場
に
対
応

で
き
る
よ
う
多
く
の
救
助
資
機
材
も
搭
載

し
て
い
ま
す
。車
両
を
１
台
に
す
る
こ
と

に
よ
り
少
な
い
人
員
で
の
現
場
活
動
に
お

い
て
機
動
性
や
機
能
性
が
高
ま
り
、今
ま

で
以
上
の
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

今
後
も
車
両
の
特
性
や
性
能
を
遺
憾
な

く
発
揮
で
き
る
よ
う
訓
練
を
重
ね
て
い
き
、

火
災
や
救
助
、更
に
は
多
種
多
様
化
す
る

近
年
の
災
害
に
備
え
、地
域
住
民
の
生
命

身
体
及
び
財
産
を
守
る
よ
う
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

高
規
格
救
急
自
動
車
更
新

救
助
資
機
材
搭
載
型
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
配
備
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水上の部 陸上の部

第
50
回
消
防
救
助
技
術
四
国
地
区
指
導
会

　

令
和
４
年
７
月
23
日
に
香
川
県
消
防
学

校（
高
松
市
）に
お
い
て
第
50
回
消
防
救
助

技
術
四
国
地
区
指
導
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
指
導
会
は
消
防
の
救
助
活
動
に
お

い
て
必
要
な
体
力
、精
神
力
、技
術
力
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
四
国
地
区
の
消
防
救

助
隊
員
が
一
同
に
会
し
競
い
、学
ぶ
こ
と
で

住
民
の
消
防
に
寄
せ
る
期
待
に
力
強
く
応

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。高
幡

消
防
組
合
で
は
陸
上
の
部
で
、ロ
ー
プ
ブ

リ
ッ
ジ
渡
過
、ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
、水

上
の
部
で
は
基
本
泳
法
、複
合
検
索
、溺
者

搬
送
の
競
技
に
出
場
し
、日
ご
ろ
の
訓
練

の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
得
た
技
術
を
実
際
の
救
助
活
動
に
活

か
し
、よ
り
一
層
の
救
助
技
術
の
向
上
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

来
年
度
も
香
川
県
消
防
学
校(

高
松
市)

に
お
い
て
第
51
回
消
防
救
助
技
術
指
導
会

が
開
催
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ

ひ
会
場
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

ド
ロ
ー
ン
活
用
消
防
訓
練

　

高
幡
消
防
組
合
で
は
行
方
不
明
者
の
捜

索
や
火
災
調
査
な
ど
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
と
は
無
人
航
空
機
の
総
称
で
、

小
型
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
で

す
。機
能
は
多
様
で
、航
空
画
像
を
動
画
で

撮
影
し
た
り
、ド
ロ
ー
ン
内
蔵
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
声
掛
け
を
し
た
り
、サ
ー
マ
ル
カ
メ

ラ
に
よ
る
温
度
別
検
索
が
で
き
た
り
と

様
々
で
す
。

　

そ
の
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
訓
練
を
定

期
的
に
実
施
し
、技
術
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

「水難事故を想定とした、潜水隊との連携訓練」
要救助者を上空より発見し、内蔵スピーカーにて潜水隊へ
居場所を伝達し救助しています

「ドローン：マビック2」
サーマルカメラ・内蔵スピーカー搭載

「サーマルカメラによる要救助者捜索訓練」
ドローンにて上空から撮影し、温度変化を目視で捉えながら
要救助者をいち早く発見できるよう捜索します。

◀サーマルモード

ノーマルモード▶
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